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市　の　人　口
（平成１５年８月１日現在）

世帯数　  ７２,１４８世帯　
人　口　１９０,４４８人    
　　男　  ９３,３１８人
　　女　  ９７,１３０人

（前月比１２９世帯増）
（前月比１３２人増）

       
�
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す 
� 
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
�

100

　

第　

回
紫
式
部
文
学
賞
の
受
賞
作
品
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

１３

選
ば
れ
た
の
は
、 
大
庭 
み
な
子
さ
ん
の
�
浦
安
う
た
日
記
�
で
す
。
贈

お
お
ば

呈
式
は　

月
９
日　
 
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

１１

（日）

　

□問
 

文
化
自
治
振
興
課

第１３回紫式部文学賞は

大庭みな子さんの大庭みな子さんの �浦安うた日記浦安うた日記� にに
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Ｍ r. マリック
と   き  １１月２３日（祝）

午後５時半開演（午後５時開場）

ところ   文化センター大ホール

□問 宇治市文化センター
　（�３９ - ９３３３）

文化センター、観光協会、観光案内所（ＪＲ宇治駅前・近鉄大久保駅
構内）、市内各コミュ二ティセンター、アルプラザ宇治東、チケット
ぴあ（Ｐコード４８６ - ６１２）、ローソンチケット（Ｌコード５３５７３）

チケットは下記プレイガイドで発売中

　

第　

回
紫
式
部
文
学
賞
の

１３

受
賞
作
品
は
、
大
庭
み
な
子

さ
ん
の
�
浦
安
う
た
日
記
�

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

紫
式
部
文
学
賞
は
、
源
氏

物
語
ゆ
か
り
の
地
に
ふ
さ
わ

し
い
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と

し
て
平
成
３
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
の

は
、
女
性
作
家
に
よ
る
前
年

発
表
の
文
学
作
品
で
、
今
回

の
受
賞
作
品
は
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た　

作
品
の
中
か
ら

６０

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
選
考
委
員
は
次
の

皆
さ
ん
で
す（
敬
称
略
・
五
十

音
順
）。　

梅
原
猛
（
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
顧

問
）、
川
上
弘
美
（
作
家
）、

瀬
戸
内
寂
聴
（
作
家
）、
竹
田

青
嗣
（
文
芸
評
論
家
）、
多
田

道
太
郎
（
評
論
家
）。

　

大
庭
み
な
子
氏
は
、
昭
和

　

年
に
『
三
匹
の
蟹
』
で
群

４３像
新
人
賞
及
び
芥
川
賞
を
受

賞
。
以
来
、
人
間
の
奥
深
い

生
理
に
根
ざ
し
た
数
々
の
名

作
を
発
表
し
て
き
た
。

　

昭
和　

年
に
は
『
寂
兮
寥

５８

兮
（
か
た
ち
も
な
く
）』
で
谷

崎
潤
一
郎
賞
を
受
賞
、
平
成

８
年
に
は
『
赤
い
満
月
』
で

川
端
康
成
文
学
賞
を
受
賞
し
、

本
紫
式
部
文
学
賞
に
つ
い
て

も
、
平
成
３
年
か
ら
平
成
９

年
ま
で
の
７
期
に
わ
た
っ
て

選
考
委
員
を
つ
と
め
た
。

　
『
浦
安
う
た
日
記
』
は
、

「
短
歌
研
究
」
に
２
年
に
わ

た
っ
て
連
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。 
「
歌
ら
し
く
も
な
い

よ
う
な
歌
め
い
た
も
の
を
と

き
ど
き
ま
じ
え
て
こ
の
数
年

の
浦
安
の
暮
ら
し
を
日
記
風

に
書
き
と
め
て
み
た
。」と
作

者
は
あ
と
が
き
に
書
く
。

　

日
々
の
言
葉
で
日
々
の
生

活
を
描
写
し
た
文
章
の
中
に
、

生
き
る
こ
と
の
悲
し
み
と
よ

ろ
こ
び
と
、
そ
の
二
つ
の
言

葉
に
は
お
さ
ま
り
き
ら
な
い

深
い
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
た

ゆ
た
う
。
鋭
利
な
言
葉
は
使

わ
れ
て
い
な
い
の
に
、
ど
ん

な
鋭
利
な
言
葉
よ
り
も
読
者

の
深
部
に
届
く
文
章
が
素
晴

ら
し
い
。 
「
気
が
つ
い
て
み

る
と
そ
れ
は
私
の
最
晩
年
の

暮
ら
し
で
あ
っ
て
、
何
と
な

く
悲
し
み
が
溢
れ
て
き
た
。

ま
あ
、
よ
い
、
悲
し
み
は
私

が
日
本
文
学
か
ら
学
ん
だ
美

し
さ
だ
。」
と
い
う
あ
と
が
き

に
、
作
者
の
思
い
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
。

　

長
く
書
き
つ
づ
け
て
き
た

作
家
に
の
み
書
く
こ
と
の
で

き
た
、
技
だ
け
で
は
届
か
な

い
境
地
が
、
本
書
に
は
ひ
ら

か
れ
て
い
る
。
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８
月
８
日
の
発
表
の
席
上
、

梅
原
猛
選
考
委
員
長
は
、
次

の
よ
う
に
講
評
し
ま
し
た
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

今
回
は
、
大
庭
み
な
子
さ

ん
の
�
浦
安
う
た
日
記
�
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
大
庭
さ
ん

が
脳
梗
塞
で
倒
れ
ら
れ
て
、

ご
主
人
が
本
当
に
献
身
的
に

看
護
し
て
お
ら
れ
る
、
そ
う

い
う
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
う
た
日
記
で
綴
ら
れ

た
も
の
（
夫
に
よ
る
口
述
筆

記
）
で
す
。　

　

こ
の
本
は
、
作
者
が
車
い

す
の
生
活
に
な
っ
て
、
男
女

が
か
え
っ
て
不
思
議
な
愛
に

目
覚
め
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
か
悲
し
く
て
こ
っ
け

い
な
う
た
日
記
と
い
う
形
で

自
己
を
吐
露
す
る
と
こ
ろ
が

非
常
に
新
し
い
文
学
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
中
で
戦
争
を
語
っ
た
点

で
も
後
世
に
残
る
名
作
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
 
「
若
者
を
魚
雷
に
つ
め
て

撃
ち
し
人
は
天
に
あ
る
か
と

足
の
震
え
る
」。
こ
う
い
う

本
当
に
心
の
深
部
に
響
く
文

学
は
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
な

い
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る
原
爆

の
生
き
地
獄
を
小
学
校
３
年

生
の
時
に
見
た
こ
と
を
書
き

残
し
た
後
世
に
残
る
一
文
だ

と
思
い
ま
す
。
大
庭
さ
ん
だ

け
が
書
け
る
文
章
で
す
。
こ

れ
は
後
世
の
人
に
読
ん
で
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文

学
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

舞台の大型スクリーンに映します。

　ファミリーシートＡ席（大人１人＋中学生以下１人）７０００円
     （追加の場合は大人１人につき４２００円、中学生以下１人につき２８００円）
　　※ファミリーシートは文化センターでのみ販売します。

＜全席指定＞（当日各３００円増）
　前売りＳ席５０００円 / Ａ席４２００円

 
８
月　

日　

〜        

２６

（火）

 　
　
　

９
月　

日　
２３

（祝）

●
開
館
時
間　

　
  
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館  

      
は
午
後
４
時
半
ま
で
）

●
休
館
日　

　
  
月
曜
日（
９
月　

日　

は
開
館
。

１５

（祝）

　
   
９
月　

日　

は
閉
館
）

１６

（火）

●
観
覧
料�
常
設
展
と
共
通
�　

　
  
大
人 
５
０
０
円（
４
０
０
円
）

　
   
小
・
中
学
生
２
５
０
円（
２
０
０
円
）

　
 

※（ 
）内
は　

人
以
上
の
団
体
料
金

３０

　
  
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
覧
会

　

源
氏
物
語
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
描
い
た

屏
風（
六
曲
一
双
な
ど
）を
特
別
陳
列
し
ま
す
。

特特
別別
陳陳
列列 
源
氏
物
語
の
屏
風

□問
 

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
�　

・
９
３
０
０
）

３９
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▲

発
表
す
る
梅
原
猛

　
　
　
　
 
選
考
委
員
長

う
た
日
記
」
は
ま
あ
そ
ん
な

日
々
の
こ
と
を
甦
ら
せ
て
書

き
綴
っ
た
も
の
だ
。
た
だ
利

雄
に
縋
っ
て
い
る
の
も
よ
い

と
心
に
決
め
る
と
、
う
ら
う

ら
と
し
た
気
分
に
も
な
る
が
、

人
生
の
終
り
に
近
づ
く
よ
う

な
気
も
し
て
き
て
悲
し
く
も

あ
る
。
終
り
の
人
生
を
う
ら

う
ら
と
過
ご
し
た
い
と
い
う

の
が
自
分
の
夢
で
も
あ
る
よ

う
だ
。
こ
ん
な
ふ
う
に
生
き

て
こ
ん
な
ふ
う
に
終
わ
る
と

し
た
い
ら
し
い
。
そ
ん
な
作

品
に
こ
の
よ
う
な
賞
を
与
え

ら
れ
て
嬉
し
い
。

�
著
者
略
歴
�

　

昭
和
５
年　

月
、
東
京
生

１１

ま
れ
。
津
田
塾
大
学
英
文
科

卒
業
。
芥
川
賞
、
女
流
文
学

賞
、
谷
崎
潤
一
郎
賞
、
野
間

文
芸
賞
、
川
端
康
成
文
学
賞

な
ど
受
賞
。
ま
た
、
勲
三
等

瑞
宝
章
を
受
章
。
そ
の
他
の

著
書
に
�
初
め
も
な
く
終
わ

り
も
な
く
��
が
ら
く
た
博
物

館
��
啼
く
鳥
の
�
な
ど
が
あ

る
。
千
葉
県
浦
安
市
在
住
。

受
賞
作
は
作
品
社
刊
行
。

　

７
年
前
脳
出
血
と
脳
梗
塞

を
起
こ
し
半
身
ま
ひ
の
寝
た

き
り
に
近
い
状
態
に
な
っ
た
。

四
六
時
中
夫
、
利
雄
の
助
け

な
し
に
は
暮
ら
せ
な
い
身
に

な
り
、
縋
り
つ
か
な
け
れ
ば

生
き
て
行
け
な
い
と
彼
に
頼

り
切
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中

で
頭
に
甦
る
こ
と
は
健
常
だ

っ
た
こ
ろ
の
思
い
出
の
数
々

で
、
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
克

明
に
日
記
を
つ
け
て
い
る
利

雄
の
文
章
を
毎
日
の
よ
う
に

読
ん
で
も
ら
っ
て
過
ご
し
て

い
る
。
こ
と
に
病
中
の
記
憶

は
頼
り
な
く
あ
や
ふ
や
な
も

の
な
の
で
、
日
記
を
読
ん
で

も
ら
っ
て
い
る
と
同
じ
人
生

を
二
度
生
き
な
お
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。「
浦
安

す
が

 大庭みな子さん

な

こ
う
そ
く

川
上
弘
美
さ
ん

作
品
の
紹
介
と
寸
評

よ
み
が
え

受
賞
の
こ
と
ば

後
世
に
残
る
名
作

選
考
委
員
長

講         
評

�

�

�

�
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��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�



　

宇
治
田
楽
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、　

月　

日
�
に

１０

１８

府
立
宇
治
公
園
で
行
う
「
宇

治
田
楽
ま
つ
り
」
の
当
日
の

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
運

営
ス
タ
ッ
フ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

責
任
と
協
調
性
を
持
っ
て

取
り
組
め
る
人
で
、
運
営
活

動
を
通
じ
て
市
民
の
ま
つ
り

を
創
り
上
げ
て
み
た
い
人
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
内
容
…
①
会
場
設
営　

②

衣
装
の
着
付
け　

③
出
演
者

の
誘
導　

④
観
客
の
誘
導　

⑤
そ
の
他
補
助
作
業

◆
応
募
資
格
…　

歳
以
上
で

１６

　

月　

日
�
に
参
加
で
き
る

１０

１８

人
。
な
お
、
高
校
生
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

◆
応
募
方
法
…
は
が
き
か
フ

ァ
ク
ス
で
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
・
あ
れ
ば
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
・
勤
務
先
ま
た
は
学

校
名
と
そ
の
電
話
番
号
を
書

き
、
９
月
６
日
�
ま
で
（
必

着
）
に
宇
治
田
楽
ま
つ
り
実

行
委
員
会「
運
営
ス
タ
ッ
フ
」

募
集
係
（
〒
６
１
１
�
０
０

４
１
槇
島
町
吹
前　

�
２
、

５５

ブ
リ
オ
�
内
、
�
／
�　

・
２２

５
５
５
７
）
へ
。

市
所
管
は
文
化
自
治
振
興
課
。

◆
ス
タ
ッ
フ
説
明
会
…
９
月

　

日
�
、
午
後
６
時
半
か
ら

２０宇
治
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

き
る
期
間
は
、
火
災
が
発
生

し
た
日
か
ら
１
年
以
内
で
す
。

が
被
害
を
確
認
し
て
「
り
災

証
明
書
」
の
発
行
を
受
け
ら

れ
る
も
の
が
対
象
で
す
。
被

害
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
消
防
署
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　

①
門
・
へ
い
・
垣
な
ど
の

工
作
物
の
火
災　

②
独
立
し

た
物
置
・
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
の

付
属
物
の
火
災　

③
マ
ン
シ

ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
の
廊
下
・

階
段
な
ど
、
共
用
部
分
の
火

災　

④
会
員
及
び
そ
の
世
帯

員
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過

失
に
よ
る
火
災　

⑤
地
震
そ

の
ほ
か
の
天
災
地
変
（
落
雷

は
除
く
）
に
よ
る
火
災　

⑥

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

火
災

　

左
表
②
の
と
お
り
、
災
害

の
程
度
（
消
防
署
の
基
準
に

よ
り
等
級
を
認
定
）
に
応
じ

て
支
払
わ
れ
ま
す
。
請
求
で

　

本
市
に
、
世
帯
主
と
し
て

住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人
で
、
登
録
を
し

て
い
る
住
所
に
あ
る
家
屋

（
持
家
・
借
家
を
問
わ
ず
）

で
す
。

　

世
帯
員
数
に
関
係
な
く
、

１
世
帯
年
額
５
０
０
円
（
１

口
）
で
、
２
口
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、　

月
１
日
以
降
に

１２

加
入
し
た
場
合
は
、
受
付
日

の
翌
日
か
ら　

月　

日
ま
で

１１

３０

が
共
済
期
間
と
な
り
、
月
割

計
算
し
ま
す
。

　

会
員
が
現
に
居
住
し
て
い

る
建
物
の
火
災
で
、
消
防
署
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本
市
に
住
所
を
有
す
る
人

で
す
。
加
入
後
に
市
外
へ
転

出
し
た
場
合
で
も
、
共
済
期

間
内
で
あ
れ
ば
、
事
故
日
か

ら
１
年
以
内
は
見
舞
金
を
請

求
で
き
ま
す
。

　

１
人
年
額
５
０
０
円
で
す
。

た
だ
し
、　

月
１
日
以
降
に

１２

加
入
し
た
場
合
は
、
受
付
日

の
翌
日
か
ら　

月　

日
ま
で

１１

３０

が
共
済
期
間
と
な
り
、
月
割

計
算
を
し
ま
す
。

　

車
両
（
車
・
バ
イ
ク
・
自

転
車
）
ま
た
は
身
体
障
害
者

用
の
車
い
す
に
よ
る
事
故
で
、

加
入
者
が
け
が
を
し
た
場
合

（
人
身
事
故
）
が
対
象
で
す
。

事
故
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
ぐ
に
警
察
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。

　

見
舞
金
の
請
求
手
続
き
に

は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

①
会
員
証
兼
領
収
書　

②
見

舞
金
請
求
書
（
市
の
様
式
）

③
交
通
事
故
証
明
書
（
人
身

事
故
扱
い
で
、
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
が
発
行
）
④

診
断
書
（
市
の
様
式
で
、
事

故
日
か
ら　

日
以
内
に
受
診

１０

が
必
要
）。
申
請
に
必
要
な

書
類
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
見
舞
金
を
請
求
で

き
る
期
間
は
、
事
故
日
か
ら

１
年
以
内
で
す
。

　

左
表
①
の
と
お
り
、
災
害

の
程
度
（
入
院
・
通
院
日
数
）

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

通
院
期
間
は
、
治
療
の
初
日

か
ら
治
癒
の
日
ま
で
の
期
間

で
す
。
た
だ
し
、
治
療
を　
１４

日
以
上
中
断
し
た
場
合
は
、

そ
の
期
間
を
除
き
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
は
警
察
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
が
、
自

転
車
に
よ
る
単
独
自
損
事
故

に
限
り
、
事
故
証
明
書
の
提

出
が
な
く
て
も
受
け
付
け
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
同
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
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宇治市交通災害共済・火災共済
　

私
た
ち
は
い
つ
交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、
火
災

に
あ
っ
た
り
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

交
通
事
故
や
火
災
に
あ
わ
れ
た
人
を
み
ん
な
で
救

済
し
よ
う
と
、
交
通
災
害
共
済
制
度
と
火
災
共
済

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
万
一
に
備
え
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

□問
 

交
通
対
策
課

共済期間 :平成15年12月1日～平成16年11月30日
加入しませんか

表①　交通災害共済見舞金の等級表
見舞金額
（単位：万円）災害の程度等

級

150死亡した場合1

20180 日以上入院

入
院
の
場
合

2

13150 日以上 180 日未満の入院3

11120 日以上 150 日未満の入院4

990 日以上 120 日未満の入院5

760 日以上 90日未満の入院6

630 日以上 60日未満の入院7

530 日未満の入院8

460 日以上の通院
通
院
の
場
合

9

330 日以上 60日未満の通院10

27 日以上 30日未満の通院11

1.57 日未満の通院12

表②　火災共済見舞金の等級表
見舞金額
（単位：万円）災害の程度等

級
2口1口

15075対象建物及び家財の 70％以上が
焼失・損壊した場合1

7035対象建物及び家財の 20％以上 70％未満が
焼失・損壊した場合2

2010対象建物及び家財の 10％以上 20％未満が
焼失・損壊した場合3

63対象建物及び家財の 10％未満が
焼失・損壊した場合4

31.5軽微な水損（焼失なし）及び家財のみ焼失し
た場合5

　

市
で
は
、
毎
年　

月　

日

１１

２３

�
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
技

能
功
労
者
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
長
く
一
つ
の
職

業
に
従
事
し
、
優
れ
た
技
能

を
磨
い
て
こ
ら
れ
た
人
の
功

労
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

技
能
水
準
の
一
層
の
向
上
と

技
能
尊
重
の
機
運
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
…
�
建
築
・
土
木
・

電
気
工
事
な
ど　

�
各
種
の

製
品
製
造
・
加
工
・
組
み
立

て
・
修
理
な
ど　

�
理
容
・

美
容
・
調
理
・
あ
ん
ま
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
技
能
的
職

種
に
就
き
、
次
の
す
べ
て
を

満
た
す
人　

①
市
内
に
継
続

し
て
５
年
以
上
住
所
が
あ
る

　

②
技
能
者
と
し
て
市
内
の

小
規
模
の
事
業
所
に
５
年
以

上
従
事
し
、
経
験
年
数　

年
３０

以
上
で
、
平
成　

年　

月　

１５

１１

２３

日
現
在
で
満　

歳
以
上　

③

６０

極
め
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
、

他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る　

④
引
き
続
き
そ
の
職
種
に
従

事
し
、
指
導
的
立
場
に
あ
る

◆
候
補
者
を
推
薦
で
き
る
人

…
技
能
者
が
所
属
す
る
産
業

団
体
の
長
か
、
勤
務
す
る
事

業
所
の
事
業
主

◆
推
薦
の
受
け
付
け
…
９
月

　

日
�
ま
で
に
、
商
工
観
光

１２課
へ
。

交
通
災
害
共
済
制
度
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火
災
共
済
制
度

�

�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

加
入
で
き
る
人

会
費

対
象
と
な
る
事
故

見
舞
金
の
請
求

見
舞
金
額

自
転
車
の
自
損
事

故
で
事
故
証
明
書

が
な
い
と
き

加
入
で
き
る
人
・
家
屋

会
費

対
象
と
な
る
火
災

対
象
と
な
ら
な
い

火
災見

舞
金
額

技能功労者の推薦
受け付けます
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万一に備えましょう
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①町内会・自治会を通じて加入する場合は、各々の日程により加入
　申込用紙が配布されます。
②市内の銀行・信用金庫などの金融機関（郵便局は除く）窓口にも加
　入申込用紙を置いています。
③交通対策課でも受け付けています。
　　＜会費＞◎交通災害共済＝１人年額５００円（個人加入）
　　　　　　◎火災共済＝１世帯年額５００円（１口）で、２口まで
　　＜共済期間＞平成１５年１２月１日～平成１６年１１月３０日

交通災害・火災共済加入申込方法

▲宇治田楽をみんなの手で創り上げよう

□問 商工観光課



　

適
度
に
運
動
を
す
る
と
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出

来
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

も
つ
な
が
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、「
日
ご

ろ
運
動
す
る
習
慣
が
な
く
、

運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
の

で
こ
の
機
会
に
始
め
て
み
た

い
」
と
い
う
人
を
対
象
に
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
、
ミ
ニ
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
通
し
て
、
体
に
無

理
な
く
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
運
動
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
空
が
高
く
さ
わ

や
か
な
季
節
に
な
り
ま
す
。

自
分
に
あ
っ
た
適
切
な
運
動

法
を
学
習
し
、
健
康
づ
く
り

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ
…
下
表
の

と
お
り

◆
対
象
…
市
内
在
住
で
、
今

か
ら
運
動
を
始
め
た
い
人

（
医
師
よ
り
運
動
制
限
を
受

け
て
い
な
い
人
）

◆
定
員
…
各
コ
ー
ス　

人
３０

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
応
募
方
法
…
往
復
は
が
き

に
下
記
の
申
込
票
を
は
り
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
８
月

　

日
�
ま
で
（
必
着
）
に
健

２８康
生
き
が
い
課
（
〒
６
１
１

�
８
５
０
１
住
所
省
略
可
）

へ
。

　

な
お
、
疾
患
な
ど
に
よ
り

参
加
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

健
康
生
き
が
い
課

ヘルスアップ運動教室申込票

（ 男 ・ 女 ）
ふり が な
氏   　名

　　　　年　　月　　日（満　     歳）生年月日

 宇治市

電話（　 　-　　　　  ）
  住所・
　   電話

＊下記の質問で当てはまるものに○印をしてください

◎希望コース（必ずどちらか選んでください）
コスモスコース　　･　　もみじコース

●現在、薬を飲まれていますか
   　　　　は い（内容：　　  　　　　　）・いいえ
●医師から心臓に問題があると言われたことがありま
　すか　　　　　　　　　　　　　は い ・ いいえ
●血圧が高いと言われたことがありますか
　　　　　　　　　　　　　　　　は い ・ いいえ
●骨や関節に障害があると言われたことがありますか
　　　　　　　　　　　　　　　　は い ・ いいえ
●息切れ（ぜん息等）の症状がありますか
　　　　　　　　　　　　　　　　は い ・ いいえ

　

今
年
７
月
に
宮
城
県
北
部

で
起
き
た
大
規
模
な
地
震
は
、

建
物
等
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

災
害
が
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

地
震
対
策
は
、
防
災
対
策

の
中
で
も
最
も
重
要
な
対
策

の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
８
月

　

日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
は

３０防
災
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
か
ら
無
料

簡
易
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ

ん
が
お
住
ま
い
の
住
宅
も
地

震
に
対
し
て
ど
の
程
度
安
全

で
あ
る
か
、
地
震
対
策
へ
の

第
一
歩
と
し
て
、
診
断
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
震
に
対
し
て
安
全
か
ど

う
か
の
目
安
と
な
る
も
の
で

す
。

　

診
断
方
法
は
、
聞
き
取
り

調
査
と
併
せ
、
間
取
り
図
を

使
っ
て
地
震
に
対
す
る
強
さ

を
簡
易
に
推
測
し
ま
す
。　

　

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
建

物
の
基
礎
・
屋
根
・
老
朽
度

等
、
耐
震
診
断
に
必
要
な
事

項
を
お
聞
き
し
ま
す
。
壁
の

位
置
が
わ
か
る
間
取
り
図
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
間
取
り
図
等
が
無

い
場
合
で
も
結
構
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平

成
７
年
１
月
）
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
２
階
建
て
以
下

の
住
宅
（
専
用
住
宅
、
店
舗

等
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共
同

住
宅
を
含
む
）。

　

鉄
骨
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
等
は
対
象
外
で
す
。

　

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
直
接
同
課
へ
。

※
診
断
は
同
課
の
担
当
者
が

行
い
、
費
用
は
無
料
で
す
。

方
法
は
、
事
前
に
同
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望

の
場
合
は
、
申
請
時
に
顔
写

真
（
縦
４
・
５
㌢
×
横
３
・

５
㌢
で
、
６
か
月
以
内
に
撮

影
の
無
帽
・
正
面
・
無
背
景

の
も
の
）
が
１
枚
必
要
で
す
。

　

申
請
を
し
た
人
に
は
、
照

会
書
兼
回
答
書
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
申
請
の
日
か
ら
１

か
月
以
内
に
、
回
答
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
運

転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
を
持
ち
、
同
課

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

暗
証
番
号
は
本
人
が
直
接
端

末
で
入
力
し
、
そ
の
場
で
カ

ー
ド
を
お
渡
し
し
ま
す
。
交

付
手
数
料
は
５
０
０
円
で
す
。

　

ま
た
、
本
人
以
外
が
交
付

手
続
き
に
来
ら
れ
る
場
合
は

別
途
書
類
が
必
要
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は

同
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（３）  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００３年（平成１５年）  ８月２１日発行　第１３５９号

　

８
月　

日
�
か
ら
住
民
基

２５

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
第
２
次
利
用
が
始
ま

り
、
希
望
に
よ
り
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
本
市
以

外
の
市
区
町
村
で
の
住
民
票

の
請
求
や
、
転
出
・
転
入
手

続
き
に
利
用
で
き
ま
す
。
カ

ー
ド
に
は
写
真
付
き
・
写
真

な
し
の
２
種
類
が
あ
り
、
写

真
付
き
カ
ー
ド
は
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

本
人
が
市
民
課
窓
口
で
直

接
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

病
気
等
の
理
由
に
よ
り
窓

口
で
申
請
で
き
な
い
人
は
、

代
理
人
に
よ
る
申
請
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、　

歳
未
満
の

１５

人
や
成
年
被
後
見
人
の
場
合
、

法
定
代
理
人
に
よ
り
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
も
受
け
付
け
出
来

ま
す
が
、
そ
の
場
合
の
申
請

住民基本台帳カード

　

植
物
公
園
内
で
撮
影
し
た

写
真
の
コ
ン
テ
ス
ト
展
示
会

を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
…
市
内
・
市
外
、

ア
マ
チ
ュ
ア
・
プ
ロ
、
年
齢

を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
応
募
規
格
…
同
園
内
で
撮

影
し
た
未
発
表
の
写
真
で
、

１
人
３
点
ま
で
。
四
つ
切
り

（
ワ
イ
ド
可
）
プ
リ
ン
ト
で
、

組
写
真
は
不
可
。
デ
ジ
タ
ル

写
真
は
、
専
門
店
で
印
刷
要
。

▼
応
募
方
法
…
作
品
裏
面
に

同
園
に
あ
る
応
募
票
を
は
り
、

９
月　

日
�
ま
で
（
必
着
）

２８

に
、
郵
送
か
持
参
で
同
園

（
〒
６
１
１
�
０
０
３
１
広

野
町
八
軒
屋
谷　

�
１ 
、
�

２５

　

・
９
３
８
７
）
へ
。
月
曜

３９日
は
休
園
で
す
。
た
だ
し
９

月　

日
�
は
開
園
し
、
翌　

１５

１６

日
�
は
休
園
し
ま
す
。

▼
審
査
…
同
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
審
査
委
員
会
に
よ
り
選
考
。

▼
結
果
発
表
…　

月
上
旬
に

１０

応
募
者
全
員
に
結
果
を
通
知
。

▼
作
品
の
展
示
…　

月
７
日

１０

�
〜　

日
�
（　

日
�
、　

２６

１４

２０

日
�
は
休
園
） 

に
同
園
で
。

▼
表
彰
式
と
講
評
会
…
◎
表

彰
式
＝　

月　

日
�
に
同
園

１０

１９

で
行
う
緑
化
フ
ェ
ア
の
式
典

時　

◎
講
評
会
＝
同
式
典
終

了
後

　

日
ご
ろ
、
ご
自
分
の
体
を

振
り
返
る
時
間
を
お
持
ち
で

す
か
。

　

が
ん
は
、
特
別
な
人
だ
け

が
か
か
る
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
健
康
な
人
で
も
、
生

活
習
慣
に
よ
っ
て
が
ん
に
か

か
り
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
医

学
の
進
歩
に
よ
り
、
が
ん
は

早
期
で
あ
れ
ば
治
る
病
気
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
市
で
は
、

死
亡
し
た
人
の
う
ち
約
３
人

に
１
人
は
、
が
ん
が
死
因
で

あ
っ
た
と
報
告
（
平
成　

年
１３

人
口
動
態
統
計
）
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

が
ん
は
生
活
の
仕
方
や
定

期
的
な
検
診
で
予
防
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ

な
た
も
こ
の
講
座
を
通
し
て
、

健
康
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

日
常
生
活
で
行
え
る
が
ん

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
わ

か
り
や
す
く
て
楽
し
い
お
話

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
と
き
…
９
月
２
日
�
、
午

後
２
時
〜
４
時

�
と
こ
ろ
…
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

�
テ
ー
マ
…
「
が
ん
か
ら
身

を
ま
も
ろ
う
〜
気
を
つ
け
た

い
生
活
習
慣
と　

受
け
よ
う
、

が
ん
検
診
〜
」

�
講
師
…
渡
邊
能
行
さ
ん

（
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属

脳
・
血
管
系
老
化
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
）

�
費
用
…
無
料

�
定
員
…
先
着
２
０
０
人

�
申
し
込
み
…
電
話
か
直
接

健
康
生
き
が
い
課
へ
。

市民健康いきいき講座

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
を

　
　
　

受
け
ま
し
た
か
？

植植
物物
公公
園園

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
展
示
会

作
品
募
集

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
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������������������
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�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

賞

宇
治
市
長
賞

�
宇
治
市
公
園
公
社
理
事
長
賞

宇
治
市
植
物
公
園
園
長
賞

宇
治
商
工
会
議
所
会
頭
賞

�
宇
治
市
観
光
協
会
会
長
賞

朝
日
新
聞
社
賞

読
売
新
聞
大
阪
本
社
賞

京
都
新
聞
社
賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
長
賞

産
経
新
聞
社
賞

毎
日
新
聞
社
賞

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
賞

洛
南
タ
イ
ム
ス
社
賞

城
南
新
報
賞

Ｆ
Ｍ
う
じ
賞

宇
治
写
真
集
団
賞

京
都
府
写
真
材
料
商
業
組
合
賞

富
士
フ
イ
ル
ム
賞

入
選

参
加
賞

宇治公民館9/16�・9/30�
・10/14�コスモスコース

うじ安心館9/19�・9/30�
・10/17�もみじコース

いずれも 3回シリーズで午後 1時半～ 4時
※ 9月 30日�は 2コース合同で屋外で行います。

住民基本台帳カード
　　　のイメージ図

簡
易
耐
震
診
断
と
は

対
象
建
築
物

申
し
込
み

□問 建築指導課

申
請
方
法

カ
ー
ド
の
交
付

交付受け付けを開始
□問 市民課

�
写
真
付
き
カ
ー
ド

�
写
真
な
し
カ
ー
ド

～がんから身をまもろう～
□問 健康生きがい課

写

真

あなたの住まいは　　　
　だいじょうぶですか？

�
キ
リ
ト
リ
線
�
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催し
■植物公園
　□申 講習会は同園（� 39-9387）
へ ｡いずれも入園料が必要です ｡
　＜講習会・和風の庭に合う宿根
草＞和風の庭に合う宿根草の育て
方や植栽例をスライドを交えて紹
介します。�とき…9月 14日�、
午後1時半～3時半�定員…先着
30人�材料費…無料
　＜講習会・「家庭菜園入門」＞ホ
ウレンソウ・小松菜・春菊などの
秋野菜の管理（土作り、施肥など）
の仕方を学びます。�とき…9月
21日�、午後1時半～3時半�定
員…先着40人�材料費…無料
■源氏物語ミュージアム連続講
　座⑤「“のろい”と“まじない”」
　�とき…9月18日�、午後2時
～ 3時半�講師…上村和直さん
（�京都市埋蔵文化財研究所統括
主任）�定員… 60人（多数の場合
は抽選）�受講料…500円（資料代
含む）　□申 往復はがきに「連続講
座第5回」・住所・氏名・電話番号、
返信用の表にも住所・氏名を書き、
9月 4日�まで（必着）に、同ミュ
ージアム（〒611-0021宇治東内
45-26、� 39-9300）へ。
■広野たそがれコンサート
　�とき…8月30日�、午後7時
半～9時�ところ…広野公民館�
出演…スウィンギン・エコー・ジ
ャズオーケストラ�曲目…レッ
ツ・ダンスほか13曲�参加費…無
料　�同館（� 39-9276）
■身体障害者デイサービス
　写真教室写真展
　�とき…9月 2日�～7日�、
午前9時～午後5時（7日は午後
4時まで）�ところ…生涯学習セ
ンター�入場料…無料　�社会福
祉協議会（� 22-5650、� 22-56
54）
■トレーニング機器実技講習会
　�とき…9月27日�、午後1時
半～�ところ…黄檗体育館�対象
…中学生を除く15歳以上�定員
…先着30人�受講料… 1000円
　□申 9月7日�から顔写真（3㌢×
2.5㌢）と印鑑を持って同館（�
39-9249）へ。また講習会受講者
を対象にインストラクターによる
個人指導（無料）をしています。�
とき…◎第1・2・3・4火曜＝午
後1時～ 3時　◎第1・2・3・4
金曜＝午前10時～正午　◎第1・
2・3土曜＝午後1時～ 3時
■痴呆予防講演会
　＜いきいき長寿のすすめ～早め
の備えで痴呆の予防を～＞�とき
…9月 1日�、午後2時～ 3時半
�ところ…平盛デイサービスセン
ター介護者教室�定員… 20人　
□申 8月 28日�までに平盛在宅介
護支援センター（� 45-1500）へ。
　＜あなただけに教えます！～脳
をいきいきさせるヒケツ～＞�と

き…9月 2日�、午後2時～ 3時
半�ところ…西小倉地域福祉セン
ター�定員…先着20人　□申 9月
1日�までに西小倉在宅介護支援
センター（� 22-3029）へ。
　＜いきいき長寿のすすめ～早め
の備えで痴呆の予防を～＞�とき
…9月 5日�、午後2時～ 3時半
�ところ…開地域福祉センター�
定員…20人　□申 8月29日�まで
に小倉在宅介護支援センター（�
21-6277）へ。

■すてきな大人になるための
　作法教室
　作法は人に対する思いやりの心
です。こうしなければいけないで
はなく、なぜそうするのかを学び
ませんか。�とき…9月21日�・
28日�、10月 5日�、いずれも
午前10時～正午�ところ…中央
公民館�対象…市内の中学生以上
の若い人�定員… 25人�講師…
岩上力さん（ＮＨＫ京都文化セン
ター専任講師）�参加費…無料　
□申 9月1日�までに往復はがきに
住所・氏名・学年（年齢）・電話番
号を書き、同館（〒611-0023折
居台 1-1、� 39-9258）へ。
■地域子育て支援基幹センター
　�同センター（� 39-9109）
　＜ぴよぴよ広場＞�とき… 8月
28日�、午前10時～ 11時半�
ところ…南部地域子育て支援セン
ター（同胞保育園内）�対象…0歳
～就学前の子と親�内容…うた・
手遊び・おもちゃ遊びなど
　＜園庭開放＞�とき・ところ…
◎8月 25日�＝大久保保育所　
◎8月 28日�＝小倉双葉園保育
所。いずれも午前10時～11時半。
雨天中止。駐車場はありません。
■ニュースポーツひろば
　�とき・ところ…下表のとおり
（雨天中止）。いずれも午後7時半
～9時半�内容…グラウンド・ゴ
ルフ、エコロベース、ペタンク、
ウォーキングのルール講習と実技
など�参加費…無料　�生涯スポ
ーツ課

■（財）日本体育協会公認体力
　テスト判定員養成講習会
　�とき…9月15日�、午前9時
半～午後4時�ところ…西宇治体
育館�対象…スポーツ団体の指導
者、学校教職員、その他スポーツ

に携わる人、事業所の福利厚生担
当者などで18歳以上の人�定員
…40人�参加費…2400円（テキ
スト代・認定料）　□申 9月 8日�
までに所定の申込書に参加費を添
えて生涯スポーツ課へ。
■ハッピーダイエット教室
　「ダイエット」とはやせるための
食事制限のことではなく、本来は
健康増進のための望ましい食事の
ことをいいます。適正食事量や塩
分の少ない食事をおいしく食べる
工夫を知り、病気の予防や改善、
体力づくりに生かしましょう。�
とき・ところ…◎9月 9日�＝生
涯学習センター　◎9月 24日�
＝西小倉コミュニティセンター。
いずれも午後1時半～4時�対象
…高血圧・糖尿病・高脂血症・肥
満などの兆しのある人や生活習慣
病予防に関心のある人�定員…各
30人�参加費…無料　□申 電話で
健康生きがい課へ。
■どんぐりっこ広場
　�とき…9月5日�、午前10時
～正午�ところ…伊勢田ふれあい
センター�内容…保健師のお話や
手遊び、リトミックほか�対象…
乳幼児とその親�持ち物…飲み物
�参加費…子ども1人30円（おや
つ代）　�生涯学習センター（�
39-9500）
■初めてのドキドキ体験!!ゴルフ
　de心もからだもリフレッシュ
　大自然の中でゴルフを通じて自
分の時間を満喫し、心もからだも
リフレッシュしましょう。�とき
…9月 11日�、午後1時～ 4時
半。ゆめりあ うじ 1階ロビー集
合・解散�行き先…京都国際ゴル
フＣＣ�対象…ゴルフ未経験及び
初心者の女性�参加費… 1000円
�定員… 20人�保育…げんきひ
ろばでの保育。2歳～小学3年生
（無料）　□申 ①「ゴルフでリフレッ
シュ」②氏名③住所④電話（ファク
ス）番号⑤ゴルフ経験の有無⑥保
育希望の有無（お子さんの名前・年
齢）を書き、郵送・ファクス・Ｅメ
ールで9月4日�まで（必着）に男
女共同参画支援センター（〒611-
0021宇治里尻5-9ゆめりあ うじ
内、� 39-9377、� 39-9378、
メールアドレスdanjokyoudou@
city.uji.kyoto.jp）へ。
■普通救命講習会
　「もしも」の時のために応急手当
を身に付けましょう。�とき… 9
月7日�、午後1時～4時�とこ
ろ…東消防署�内容…応急手当の
講義、人工呼吸・心臓マッサージ・
止血の実技�定員…先着30人�
受講料…無料　□申 8月 31日�ま
でに東消防署（� 39-9415）へ。

お知らせ
■市立保育所非常勤嘱託職員募集
　�応募資格…昭和38年 4月 2
日～ 58年 4月 1日生まれの人で
保育士の資格を有する人�勤務内
容…フリー業務の保育�雇用期間
…平成15年10月1日～16年3
月 31日�勤務日…月～土曜の間
の休日を除く週4.5 日�勤務時間
…◎月～金曜の内4日＝午前8時
半～午後5時　◎土曜＝午前8時
半～正午�勤務場所…市立保育所
のいずれか　□申 指定の履歴書に必
要事項を記入し、最近6か月以内

に撮影した写真をはり、保育士資
格の写しを添えて8月 27日�ま
で（土・日曜を除く）に保育課へ直
接持参。書類選考後、面接試験を
行います（個別に通知）。

■登録ホームヘルパー募集
　随時受け付けています。�応募
資格…次のすべてに該当する人①
55歳ぐらいまでで体力に自信が
ある　②ホームヘルパー養成研修
2級を修了　③週20時間以上勤
務可能　④バイクを所持し運転が
可能（相談可）。必要に応じて面接
します。　□申 市販の履歴書に6か
月以内に撮影した写真をはり、研
修修了証明書の写しを添えて福祉
サービス公社ホームヘルプサービ
ス事業所（西小倉地域福祉センタ
ー内、� 22-3089）に午前8時半
～午後5時（正午～午後1時を除
く）に電話連絡後持参。
■ボランティアによるボラ
　ンティア相談
　ボランティア活動のこと、サー
クルの悩みなど気軽に何でもどう
ぞ。�とき… 8月 23日�、午前
10時～午後8時�ところ…総合
福祉会館（来所のみの受け付け）　
�宇治ボランティア活動センター
（社会福祉協議会内� 22-5650、
� 22-5654）

官公署・その他
■危険物取扱者試験
　受験願書・予備講習会申込書は
消防本部か各消防署にあります。
　＜危険物取扱者試験＞�とき…
11月 9日��ところ…関西文理
学院�試験区分…全種全類　□申 9
月10日�～12日�に消防試験研

究センター京都府支部（� 075-
411-0095）へ。
　＜危険物取扱者試験予備講習会
＞�とき…10月4日�、午前9時
半～午後4時半�ところ…生涯学
習センター�講習区分…乙種第4
類　□申 宇治市危険物安全協会（消
防本部内＜うじ安心館内＞� 39-
9402）
■危険物取扱者保安講習
　�とき・ところ…下表のとおり
　□申 9月1日�～5日�に�京都
府危険物安全協会連合会（� 075-
415-0038）へ。講習案内は消防
本部か各消防署にあります。

■宇治商工会議所
　□申 同会議所（� 23-3101）
　＜ Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ　 Ｂ ridge講座＞
�とき…9月26日～11月7日の
毎週火・金曜（10月 24日を除く）、
午後 6時半～ 8時。 12回�定員…
先着20人�受講料… 2万5000円
　＜パソコン初級講座＞�とき…
9月17日～10月10日の毎週水・
金曜、午後6時半～9時。8回�
定員…先着20人�受講料… 2万
2000円
■城南勤労者福祉会館
　＜さば寿司料理教室＞�とき…
9月 27日�、午後2時～ 4時�
定員…先着28人�受講料…2500
円（材料費含む）　□申 8月 26日�
から同館（� 46-0780）へ。

9月 1日�・4日�東宇治中学校
9月 1日�・5日�広野中学校
9月 2日�・5日�西宇治中学校

城陽市一般・給取午後10/7�

京都市
一般午後10/16�
給取午前10/17� 一般午後

給取＝給油取扱所　　一般＝「給取」以外

老齢福祉年金を受けている
人と家族の皆さんへ
　お手元に届いている老齢福祉年
金の証書は、郵便局で15年度8
月期分の支払いを受けた後、同証
書と一緒に送られた返信用封筒を
ご利用のうえ、8月末までに市国
保年金課国民年金係に提出してく
ださい。また、次のようなときに
は、すぐに届け出をしてください。
●住所が変わったとき
●扶養する人が変わったとき
●ほかの年金を受けるようになっ
　たとき
●受給している人が死亡したとき

□問 国保年金課

今さら人に聞けない社会保障制度の基礎知識
　～税金・年金・保険…どうなっている？これからどうなる？～
　　　　　　　　　　　京都府社会保険労務士会理事・佐竹康男さん

第 1回
9/10�

パート労働と社会保障制度
　～これからの女性のおトクな働き方とは？～
　  21世紀職業財団京都事務所雇用管理アドバイザー・井上久夫さん

第 2回
9/17�

私の将来設計　世代別徹底シミュレーション
　～年金はいくらもらえる？老後はいくら必要？～
　　　　　　　　　　　　　　　　　社会保険労務士・内村敏子さん

第 3回
9/24�

　今さら人に聞くのは恥ずかしい基礎から現在の動向までわかりやすく講
義し、私たちの生活がどうなるのかを徹底シミュレーションします。

下表のとおり。午後1時半～3時半とき・内容・講師
各50人定　 員ゆめりあ　うじところ
無料参加費原則として2歳～小学3年生保　  育

①社会保障（希望する回）②氏名③住所④電話（ファクス）番号⑤
保育希望の場合はお子さんの名前と年齢⑥講座の中で特に聞き
たい内容（ある場合のみ）を書き、郵送・ファクス・Ｅメールで9
 月 2 日�まで（必着）に男女共同参画支援センター（〒611-
0021宇治里尻5-9ゆめりあ  うじ内、� 39-9377、� 39-
9378、メールアドレスdanjokyoudou@city.uji.kyoto.jp）へ。

申し込み
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人形劇フェスティバル
と　き　8月30日（土）
　　　　午後1時～3時半
ところ　文化センター小ホール
　　　　　入場無料
内　容　ミュージカルパネルシ
　　　　アター・人形劇・読み
　　　　語りなど
対　象　幼児・小学生
　　　　　（保護者同伴可）
   □問 中央公民館（� 39-9258）

8月25日～31日は
　道路防災週間です

　国道や府道など基幹的な道路
ネットワークは、日常生活はも
ちろんのこと、豪雨や地震等災
害時の緊急輸送路や避難路とし
ても重要な役割を果たします。
国では、阪神・淡路大震災を教
訓に橋脚の補強など「災害に強
い道づくり」を進めています。

国道や防災に関する情報をホームペ
ージ等でも詳しく紹介しています。
【防災に役立つ気象・雨量情報など】
　◎防災情報提供センター
　http://www.bosaijoho.go.jp/
□問 国土交通省近畿整備局京都国道事
務所（�075-351-3300、http://
www.kkr.mlit.go.jp/kyoto)


